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世界初のiPS細胞治療、対象は少数でも患者が抱く「か
すかな希望」

2 0 2 6年3月6日  1 0時5 0分 有料記事

神宮司実玲

　iPS細胞を使った再生医療製品が世界で初めて日本で実用化されることになった。承認さ

れた二つの製品の一つは、国の指定難病「パーキンソン病」の治療に使われる。国内の患者

数は約25万人。進行性の病気と向き合う人にとって、新しい治療法の登場は心の支えにもな
る。

4年前診断、病気が「次のステージに」

線維芽細胞から樹立したヒトiPS細胞の集合体。集合体の幅は約0.5ミリ=山中伸弥・京都大教授提供

https://www.asahi.com/?iref=pc_gnavi
https://www.asahi.com/news/gold.html?iref=com_gold
https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20260306001285.html


2026/03/20 9:00 世界初のiPS細胞治療、対象は少数でも患者が抱く「かすかな希望」：朝日新聞

https://digital.asahi.com/articles/ASV3531BHV35UTFL007M.html?linkType=article&id=ASV3531BHV35UTFL007M&ref=science_mail_20260319 2/6

　パーキンソン病は、ドパミン（ドーパミン）をつくる脳内の神経細胞が減り、手足が震え

たり、体が動きにくくなったりする神経の病気。脳にドパミンを補充する薬物療法がある

が、しばらくすると薬が効きにくくなる。

　大阪府の男性（73）は4年前にパーキンソン病と診断された。顔や上体が下を向く前傾姿
勢になってしまうなどの症状があった。薬を始めて2年ほどは症状が落ち着いていた。だ

が、いまは病気が「次のステージに入った」ように感じている。

　薬の効く時間が短くなってきて、2025年秋ごろから、歩き出そうとするときに足がうまく

動かず上半身だけが前に出て倒れそうになる「すくみ足」や、悪夢を見るといった睡眠に関

する症状が出ることがある。

パーキンソン病の症状と治療

https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20260305003488.html
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自分の体「あやつられているような感覚」

　逆に薬が効きすぎると、自分の意思と関係なく手足がくねくね動く「ジスキネジア」と呼

ばれる副作用が出ることもある。

　「自分のからだであって、自分のからだでないようだ」

　加齢によるものか病気か区別がつかず、病気の実態がつかみにくい。自分の体があやつら

れているような感覚が続いている。それが一番つらい。

　日々の症状を記録し、筋トレや歩行練習などのリハビリにも励んでいるが、心が折れそう

になることもある。家族や医療者との関係性を大切にしながら治療を続けることが、大切だ

と思っている。

　「年齢もあり、毎日トレーニングをしないと体が衰えて、できていたことができなくなっ

ていく。いかに衰えをゆっくりにするか、維持していくかが、生きる中心になっている」

パーキンソン病の治療をしている男性のおくすり手帳。脳内のドパミン不足を補う薬などをのんでいる=男性提供

https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20260305004569.html
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世界初の実用化「ほんのわずかな希望」

　そんななか、iPS細胞をつかった治療法が実用化されるというニュースを聞き、関心を抱

いている。

　承認された住友ファーマの「アムシェプリ」は、iPS細胞からドパミンをつくる神経のも

とになる細胞をつくり、それを患者の脳に移植する。薬が効きにくくなった患者が対象だ。

移植した細胞が新たにドパミンをつくり、症状を改善すると期待されている。ただ、条件・

期限付きの承認のため、誰でも受けられるわけではない。販売後の7年間でわずか35人の患

者にしか移植されない見通しだ。

男性は毎日の体調やリハビリの状況を、自分で作った日誌に記録している=男性提供

https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20260305004568.html
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　自分が治療を受けられるか分からないし、病気そのものを治す根治療法ではない。それで

も、新しい治療法が実用化されることに、ほんのわずかでも希望を見いだしたいという気持

ちもある。

　「このまま病気が進んでいくのではないかという不安を抱えながら、前向きに頑張って生

きていくのはとても難しい。落ち込みそうになる自分の気持ちを支えて、病気と向き合うた

めの何かしらの心の支えの一つにしたい」

iPS細胞を使ったパーキンソン病の治療のイメージ

男性はパーキンソン病の治療で薬をのんだ後に感じたことなどを記録している。診察時には、気になることをまとめた紙を

医師に渡しているという=男性提供

https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20260306001284.html
https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20260305004570.html
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関連トピック・ジャンル

ジャンル

医療・健康・介護 医療 病気

朝日新聞のデジタル版に掲載の記事・写真の無断転載を禁じます。すべての内容は日本の著作権法並びに国際条

約により保護されています。
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